


ドイツ・オランダにおげる“LANDF 1 L L"の実録

2. “Landfill >>の実態

2-1. Landfi11 at Horst， Limburg 

( 1 ) Abstract 

オランダ西部の Horstに約22haの埋立て式廃棄物最終処分場がある。乙乙は、

一般廃棄物と産業廃棄物を埋立てている。近郊に青果市場があるため、そのうちの

約35%が野菜や果実などのゴミである。 1981年、政府により廃棄物処分場の遮水工

に関する基準の改正が行われた。これによって、同処分場においては、ゴミを埋立

てる基礎部に Sand-bentonite (厚さ 30cm) を施すごとになった。また、埋立て

は、地下水位より O.5m高い所から、 18""25mの高さに達している。のり面の勾配

は、 1:3""1:5である。

( 2) Capping 1ayers 

廃棄物を埋め立てた後のカバーは、図-2に示すような断面構成で行なわれる。

乙乙でのポイントは、以下の 2点にある。

①Sand-bentonite (厚さ 20cm)による雨水浸透防止

②ジオコンポジットによる雨水浸透水の排水

①については、砂にアルカリベントナイトを 6--8%混合し、透水係数 k=1X

10-10m / s (1 x 10-8 cm/ s )程度を機侍するものである。

②については、 Sand-bentoniteの上側全面に排水材のジオコンポジットを敷設

し、浸透してくる雨水を集水し、のり尻の排水管に導く役目をはたしている。との

ような 2重の処置を講じて雨水の廃棄物への浸透を防止している。
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図-2 Diagram of capping construction 
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ドイツ・オランダにおげる“LANDFILL"の実態

3. まとめ

ドイツ・オランダの廃棄物最終処理上を視察して感じたととは、施設として必要な機

能が、以下に示す点にあるというととである。

( 1 )廃棄物から浸出する汚水の処理

( 2 )廃棄物から発生するガスの処理

( 3 )廃棄物に浸透しようとする雨水の処理

( 1 )については、施設の底面部にジオメンプレンや不透水性粘土を設置し、施設外へ

の汚水の浸出を防止するとともに、廃棄物の中の汚水は、排水施設によって処理場に導

かれ、適切な処理が施されている。

( 2 )については、排気口を設置するだけではなく、ガス感知システムの充実や発電な

どへの有効利用が行なわれている。

( 3 )については、廃棄物を埋立てた後、ジオメンプレンでカバーするだけでなく、そ

の上に排水材を敷設し、雨水の浸透防止と覆土の安定性が確保されている。

4.おわりに

日本におけるゴミ(一般廃棄物および産業廃棄物)の発生量は、一般廃棄物で年間約

1億トン、産業廃棄物で年間 3億トンを越える量となっている。そのうち、最終処分が

必要な量は、一般廃棄物で年間約3500万トン(発生量の約35%)、産業廃棄物で年間約

9000万トン(発生量の約30%)である。乙の量は、国民 1人が年間約 1トンもの最終処

分を必要とするゴミを排出していることを示している。よって、我国においても、最終

処分場に対して、長期的・計画的な容量の確保と施設の安全性の充実が望まれている。

このような社会的背景のもと、ジオシンセティックを廃棄物処分場に適用するととは

極めて有効であると言われており、圏内外にその実施例は多く数えられる。しかし、ど

んなに良い材料でも使い方を間違えると何の役にも立たないばかりか、かえって逆効果

を招く結果となることがある。したがって、ジオシンセティックの適用にあたっては、

材料特性を十分に把握し、適切な設計・施工および維持管理されるととが必要である。

また、その方法の確立も望まれる。
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